
去
る
二
十
八
日(

土)

午
後

そ
の
後
、
平
田
優
先
生
よ
り

五
時
よ
り
、
壺
屋
町
民
会
館

「
部
活
動
・
生
徒
指
導
面
か

に
て
「
新
中
学
一
年
生
を
祝

ら
の
心
得
」、新
垣
頼
子
先
生

う
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
「
学
習
面
で
の
心
得
」、

壺
屋
町
民
会
自
治
会
主
催
に

生
徒
会
長
の
比
嘉
堅
登
さ
ん

よ
る
も
の
で
、
全
員
で
は
な

と
吹
奏
楽
部
の
新
垣
綾
映
さ

く
、
壺
屋
一
･
二
丁
目
、
牧

ん
か
ら
は
、
先
輩
と
し
て
の

し
た
。
そ
の
中
で
、
神
原
中
学
校
が
那
覇
市
の

志
三
丁
目
に
住
ん
で
い
る
生

話
が
あ
り
ま
し
た
。

真
ん
中
に
位
置
し
て
い
る
話
も
あ
り
ま
し
た
。

徒
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

校
長
先
生
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
子
供
た
ち
を

会
の
前
に
、
各
自
の
手
型

ン
と
し
て
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
十
八
名
に
よ

地
域
で
育
て
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
今

日
本
の
観
光
･
物
産
博
二
〇
一
四
（
台
湾
台
北
）

押
し(

粘
土)

を
行
い
、
名
前

り
、「
小
さ
な
楽
団
の
た
め
の
組
曲
」「
士
官
候

日
の
会
は
非
常
に
価
値
が
あ
る
。
こ
う
い
う
機

へ
参
加
す
る
琉
風
メ
ン
バ
ー
の
一
員
で
あ
る
、

も
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

補
生
」
の
二
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

会
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
お
礼
も
あ
り
ま

三
年
生
の
池
原
あ
さ
の
さ
ん
，
柳
田
そ
よ
な
さ

舞
台
前
の
生
花
の
横
で
、
一

演
奏
後
は
、
参
加
生
徒
一
人
一
人
に
、
島
袋

し
た
。

ん
の
二
名
が
、
出
発
当
日
の
朝
、
校
長
先
生
へ

人
一
人
の
記
念
撮
影
が
あ
り

会
長
の
方
よ
り
「
奨
学
記
念
品
」
が
手
渡
さ
れ

平
田
先
生
は
、
自
分
の
経
験
か
ら
「
今
の
自

あ
い
さ
つ
す
る
た
め
に
校
長
室

ま
し
た
。

ま
し
た
。
最
後
は
、
湧
田
弘
副
会
長
の
「
お
わ

分
の
人
格
は
、
中
学
校
時
代
に
形
成
さ
れ
た
」

を
訪
れ
ま
し
た
。

会
の
方
は
、
新
垣
副
会
長

り
の
あ
い
さ
つ
」
で
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

と
い
う
話
に
触
れ
、
い
か
に
今
が
大
切
な
時
期

那
覇
市
・
学
校
の
代
表
と
し

の
「
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ
」

会
長
あ
い
さ
つ
で
は
、
壺
屋
の
歴
史
に
も
触

で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。新
垣
先
生
は
、
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
と
の
決
意

に
続
き
、
島
袋
文
雄
会
長
の

れ
、
市
内
に
お
け
る
戦
後
復
興
が
壺
屋
か
ら
始

日
頃
の
授
業
の
受
け
方
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
毎

表
明
も
あ
り
ま
し
た
。
交
流
等

「
会
長
あ
い
さ
つ
」
、
名
嘉

ま
っ
た
こ
と
、
市
内
小
学
校
の
ス
タ
ー
ト
が
壺

時
間
の
授
業
で
、
今
日
の
目
標
は
何
な
の
か
？

を
通
し
て
学
ん
だ
事
を
、
日
頃

ゆ
り
子
校
長
に
よ
る
「
来
賓

屋
小
学
校
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
周
辺
の
小
学
校

今
は
何
を
や
る
べ
き
な
の
か
？
と
い
う
こ
と
を

の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
い
さ
つ
」が
あ
り
ま
し
た
。
へ
と
分
離
し
て
い
っ
た
こ
と
等
の
話
が
あ
り
ま

意
識
し
て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

先
輩
と
し
て
話
を
し
た
比
嘉
堅
登
さ
ん
は
、

小
学
校
気
分
で
授
業
を
受
け
て
い
た
一
学
期
の

成
績
が
悪
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
ダ
メ
だ
と

来
る
七
月
十
一
日(

金)

神
原
小
学
校
に
て
、

思
い
、
ま
ず
は
生
活
面
か
ら
直
し
て
い
き
ま
し

第
二
回
小
中
合
同
授
業
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

た
。
先
輩
や
先
生
方
に
は
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ

合
同
授
業
研
究
会
の
際
は
、
給
食
・
清
掃
終
了

を
し
、
身
な
り
違
反
や
遅
刻
を
な
く
す
な
ど
、

後
に
帰
り
の
会
が
あ
り
、
い
つ
も
よ
り
早
く
二

身
の
回
り
の
こ
と
か
ら
直
し
て
い
き
ま
し
た
。

時
前
に
は
下
校
に
な
り
ま
す
。
午
後
の
時
間
の

新
垣
綾
映
さ
ん
は
、
一
年
の
時
は
中
学
校
生

効
果
的
な
活
用
等
に
つ
い
て
、
ご
家
庭
で
の
ご

活
に
慣
れ
る
の
に
必
死
で
し
た
。
そ
の
後
、
何

指
導
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
も
後
回
し
に
し
な
い
こ
と
、
早
く
取
り
組
む

☆
第
二
回
合
同
授
業
研
究
会

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
提
出
物
を
早

日
時
：
平
成
二
十
六
年
七
月
十
一
日(

金)

く
取
り
組
む
こ
と
。
神
原
ノ
ー
ト
等
、
何
か
一

場
所
：
神
原
小
学
校

つ
の
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

授
業
：
金
１
２
３
５
（
午
後
授
業
な
し
）

平成26年
7月1日

神原中
不定期15号

一年生を祝う会!!
－壺屋町民会自治会主催による－

2年1組大活躍!!
－研究授業を一日で２本－

去る27日
(金)に、校
内における
研究授業が
２本行われました。２校時は、
沖縄県立総合教育センターで研
修中の福里祥代(数学)先生によ
る検証授業です。
速さの問題を、連立方程式を

利用して解決する授業でした。
授業の中で、生徒達は積極的に
前に出て自分の考えを書いてい
ました。
もう一つは、全先生方が参加

し進められる校内研修の研究授
業で、社会科の新垣昌徳先生に
よるものでした。
事前に準備された写真等を利

用し、グループ学習で進められ
ました。写真から場所を特定し、
その理由も含めて発表していき
ました。写真は、「農連」と「公
設市場」で、地域や市内におけ
る役割等にも触れていました。
二本の研究授業は、いずれも

２年１組の生徒を対象として行
われました。大勢の先生方の見
守る中、堂々と発表している生
徒の姿が印象的でした。

巨大シーサー!!
－地域の象徴的な存在へ－

高さ3.62ｍ、重さ約３トン
の巨大な「壺屋うふシーサー」
は、国際通りのさいおんスク
エアに設置された「さいおん
うふシーサー」と同時期に制
作され、さいおんうふシーサ
ーと「兄弟分」になります。
「壺屋うふシーサー」は、さ
いおんうふシーサーよりも約
20ｃｍ高く、壺屋の陶工の方
々が５ヶ月もの歳月をかけ完
成させました。
昼間(7時～18時)は、10分

毎にシーサーの口や台座から
ミスト(霧)出る仕組みになっ
ている他、夜にはライトアッ
プされ、より印象的に、その
存在感を表している。
さらに、うふシーサーの横

には、ボタンを押すとウチナ
ーぐちで自己
紹介(音声案
内)をする石
碑も設置され
ました。
地域を見守

る「壺屋うふ
シーサー」の
雄姿を後世へ
語りつごう。

神
中
し
ー
ぶ
ん

伝
統
文
化
を
発
揮
！

合
同
授
業
研
究
会
！


